
霜

又

は
汞
雹

の

庭

に
楓

の

根

を

印

す

る

も

の
、
落

葉

の

中

を

ガ

サ

ガ

サ

と

食

求
る

も

の
、
霜

枯

れ

し

芭

蕉

野

菊

の
亂

れ

し
籬

邊

、
南

天

の

實

赤

き

藁

舎

の

隅

、
山

茶

花

吹

き

て

柑

橘

の

黄

熟

せ

る

竹
舍

、喧

を

避

け

た

る
隱

士

が

柴

扉

の

も

と
、
殘
柿

赤

き

稻

む

ら

の

畑

、
曉
發

遠

村
鷄

鳴

等

、
皆

こ

れ

平

和

を

現

す

好
畫

題

で

あ

る
。

立

科

山

の
偃

松
帶

や
、
淺

間

山

北

面

熔

岩
帶

に

露

宿

す

る

と
、
曉

明

の

頃
靈
鷄

が

鳴

く

と

の

事

で
、前

者

に

宿

り

し

と

き

は

聞

か

な

か

つ

た

が
、
後

者

に

宿

り

し

と

き

は
慥

か

に

聞

た

の

で

あ

る
、
何
處

で

鳴

く

と

い

ふ

て

指

摘

す

る

事

は

出

來

な

い
、空

で

鳴

く

如

く

、
地

中

で

鳴

く

如

く
、
一
種

の
靈

氣

に

襲

は

る
樣

な

氣

が

し

た
、余

は
靈
鷄

と

信

じ

詩

的

に

味

ふ

て

居

つ

た
、其

後

或

學

者

に
こ

れ

を

語

る

と
、
靈
鷄

で

も

何

で

も

無

い
、
信

州

は

高

原

で

空

氣

が

透

明

し

て

居

る

か

ら
、遠

い

村

落

で

鳴

た

の

が

聞

え
た

の

で

あ

る
、
殊

に

動

物

の

聲

で

遠

音

に

響

く

も

の

は
鷄

に
續

く

も

の

は

無

い
、
遠

く

に
送

る

篭

話

で

人

間

の

聲

は

届

か

な

く

も
、
そ

の

附

近

で

鳴

た
鷄

の

聲

は

判

明

に

通

じ

た

等

と

余

分

の

説

明

ま

で

し

て

く

れ

た

、
こ

れ

は

學

説

と

し

て

間

遠

ひ

は

あ

る

ま

い
、
さ

れ

ど

美

感

を

科

學

的

に

説

明

す

る

と
畫

も

詩

も

出

來

な

く

な

る
、
自

分

は

矢

張

り

今
も
尚
靈
鷄

と

し

て

深

く

は

味

は

つ

て

居

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(
了

)

水

彩
畫

の
繪

具

(そ
の
一
)

水

彩
畫

の
繪

具

に

は
、
練

製

と

乾

製

と

粉

末

の
三

種

が

あ

る
、
練

製

は

モ

イ

ス

ト

カ

ラ

ー

と

よ

ば

れ

て
、錫

の

筒
(チ

ユ

ー

ブ
)入

り

と

小

な

る

陶

器
(
パ

ン
ツ

)入

り

と

の

二

種

あ

る
、
乾

製
(ケ

ー

ク
)は

長

方

形

の

固

形
體

で

あ

つ

て
、
練

製

も

乾

製

も

大

小

二

種

あ

る
。
粉

末

製

は

小

さ

な
壜

入

り

で

。
ア

ラ

ビ

ヤ

ゴ

ム

に

溶

い

て

用

ひ

る
も

の

で
、普

通

の

場

合

に

は

使
用
せ

ぬ
。
繪

具

は

以

上

の

如

く

三

種

に

分

れ

て

ゐ

る

が
、
價
は

皆

同

一

で

あ

る
(色

に

よ

つ

て

其
價

に

差

異

あ

れ

ど
)、量

は

一
番

ケ

ー

ク

が

多

く

パ

ン
ツ

は

少

な

い
。

專

門

家

は

多

く

チ
ユ

ー

プ

を

用

ゐ

る
、
パ

レ
ツ

ト

の

上

に

入

用

丈

け

出

す

の

に

至

極

便

利

で

あ

る

が
、
繪
具

が

古

い

と

硬

く

な

つ

て

筒

の

口

か

ら

出

な

く

な

る
、
そ

れ

故

コ

バ

ル

ト

と

か

イ

ン

ヂ

ゴ

ー

と

か
、
常

に

多

量

に

用

ゐ

る
繪

具

の

ほ

か
は
、

小

形

の

を

買

つ

て

置

く

と

よ

い
、
そ

し

て

買

ふ
時

押

し

て

見

て

硬

く

な

い

の

を

選

ぶ

が

よ

い
。


